
岡崎市 「路面PV及び壁面PV導入促進事業」

このようなことを背景に、本事業
は、公園・河川・道路等の公共空間
が半分を占めるこのエリア内で、官
民連携により、路面PV・壁面PVの
設置によるオフサイト電源整備を進
めようとするものです。

■事業スキーム（モデルケース）

令和４年度 国土交通省
グリーンチャレンジ
モデル事業

■検討結果を踏まえた全体ロードマップ

■事業の背景と概要
①マルチベネフィット型モビリティ
（非接触型ごみ収集システム）との連携

シェアサイクル事業
環境配慮型モビリティ
プラットフォームの提供

PVとモビリティ ごみ箱

×

地域課題の解決

②シェアサイクルの
チャージャーステーションへの給電

（出典）

早稲田大学環境総合研究センターより提供
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OpenStreet株式会社の事業パンフレット
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■検討内容

岡崎市は、従前より地域電力小売会社を設立するなど、脱炭素に向けた取
組に力を入れており、公共及び民間投資が集中する中心市街地においても、
特に脱炭素を推進することを目指しています。

一方、岡崎市中心市街地の岡崎城
を含む乙川リバーフロントエリアでは、
オフィスやマンションが立ち並び、今
後も建替え等の民間投資の活性化が
期待されていることから、電力供給
量の確保が課題となっています。

 

路面PV・壁面PV、
大容量蓄電池の概要整理

マーケットサウンディング
の実施

○発電事業者
○需 要 家
○大容量蓄電池

岡崎市「路面PV及び壁面
PV導入促進事業」の想定

（仮説）

事業スキームの検討

今後の進め方の検討

中期（普及段階）
2025年度～

長期（実現段階）
～2050年度

路面ＰＶ

民間企業等公共施設

市内の公共施設等

再エネの地産
(余剰電力等を売電)

大規模蓄電池

岡崎さくら電力
（地域新電力）

再エネの地消
(市内へ供給)

PV設置を普及拡大し、地域新電力から市内へ供給
（再エネの地産地消）

工場

オフィスビル
公共施設

一般家庭

モビリティ

太陽光
その他
再エネ

基幹系統

蓄電池

VPP

地域の再生エネルギー需給を管理

・EMS(                 )構築
・VPP（仮想発電所）事業推進 等

・オフサイトPPA、マイクログリッド構築 等

壁面ＰＶ

現在（検証段階）
2022年度

短期（実装段階）
2023～2024年度

路面PVと次世代モビリティ
の共創事業
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公園・歩道等の
公共空間での実装

対象区域拡大

・民間再開発における窓ガラス等
壁面のPV導入支援検討
・民間再開発壁面PV導入支援メ
ニュー構築

壁面ＰＶ

×？
路面ＰＶ

路面PVと新たな供給
サービスとのマッチング

・非接触型ごみ収集    
・                 等

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

・大容量蓄電池動向調査
・大容量蓄電池導入に向けた具体検討

大容量蓄電池

2022年度
スキーム検討


